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技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・流流体体騒騒音音のの低低減減  

・・ママイイククロロススケケーールルかかららのの流流体体混混合合  

・・流流体体抵抵抗抗のの低低減減  

 
研研究究内内容容：：    

各各国国でで二二酸酸化化炭炭素素のの大大規規模模なな排排出出低低減減目目標標をを掲掲げげるるななどど環環境境保保護護・・省省エエネネルルギギーーのの関関心心がが高高ままっってていいるる。。本本研研究究でで

はは、、数数値値計計算算でで境境界界層層内内のの乱乱れれのの成成長長・・減減衰衰をを観観察察しし、、受受容容性性にに着着目目ししてて「「乱乱れれのの受受容容かからら遷遷移移ままでで」」をを集集約約しし境境界界層層

遷遷移移のの普普遍遍的的理理論論体体系系をを構構築築すするる。。ままたた、、実実験験でで数数値値計計算算結結果果のの妥妥当当性性評評価価をを行行ななうう。。くくわわええてて、、風風洞洞実実験験ににおおいいてて

微微小小表表面面摩摩擦擦力力のの低低減減効効果果をを評評価価すするるたためめにに高高精精度度なな摩摩擦擦力力のの直直接接計計測測手手法法をを確確立立すするる。。ここれれららにによよっってて得得らられれたた

理理論論をを総総合合ししてて、、乱乱れれのの受受容容性性にに着着目目ししたた境境界界層層のの層層流流域域拡拡大大手手法法をを提提案案すするるももののででああるる。。おおよよびび、、境境界界層層内内のの乱乱れれ

をを正正確確にに追追跡跡しし、、遷遷移移位位置置のの予予測測手手法法をを提提案案すするるここととにによよりり空空力力抵抵抗抗低低減減・・環環境境負負荷荷低低減減をを目目指指すすももののででああるる。。  

  数数値値計計算算をを用用いいてて層層流流かからら乱乱流流へへのの遷遷移移現現象象のの厳厳密密なな理理論論基基盤盤のの構構築築をを目目指指すす。。そそのの上上でで、、構構築築ししたた理理論論ににももととづづ

いいてて主主流流乱乱れれをを操操作作すするるここととにによよりり境境界界層層中中のの渦渦構構造造をを目目的的にに応応じじてて操操作作しし、、流流れれのの制制御御をを試試みみるる。。ここれれままででにに提提案案ささ

れれててききたた乱乱流流摩摩擦擦抵抵抗抗低低減減手手法法ははリリブブレレッットト、、LLEEBBUU((LLaarrggee  EEddddyy  BBrreeaakk  UUpp))、、層層流流域域拡拡大大手手法法はは DDRREE とといいっったた表表面面にに荒荒

ささ要要素素をを張張付付けけるるももののででああるる。。そそれれにによよりり形形状状抵抵抗抗はは少少ななかかららずず増増大大しし、、何何よよりりもも表表面面にに加加工工ををすするる必必要要ががああるる。。ししかか

しし、、ここのの研研究究でで実実現現すするる壁壁面面かからら離離れれたた主主流流乱乱れれにによよりり壁壁面面近近傍傍のの流流れれをを制制御御すするる手手法法はは、、表表面面形形状状をを変変形形ささせせるるここ

ととななくく効効率率的的にに壁壁面面摩摩擦擦力力をを低低減減ささせせるるここととががででききるる手手法法ででああるる。。  

  主主流流乱乱れれがが境境界界層層遷遷移移にに与与ええるる直直接接的的なな影影響響ににつついいてて、、実実験験とと数数値値計計算算をを相相互互補補完完ししななががらら研研究究をを進進めめたた。。前前縁縁よよ

りり下下流流のの主主流流中中にに撹撹乱乱導導入入装装置置をを設設置置しし、、乱乱れれのの到到達達形形態態をを明明ららかかににしし、、境境界界層層外外にに導導入入ししたた局局所所的的なな主主流流乱乱れれにに

対対すするる境境界界層層のの応応答答性性をを調調べべたた。。ここれれままででにに得得たた知知見見はは、、一一様様流流中中にに等等間間隔隔にに並並んんだだ横横渦渦おおよよびび縦縦渦渦状状のの外外部部かかくく

乱乱にに対対すするる平平板板境境界界層層のの受受容容性性ににつついいてて調調べべ、、図図11にに示示すすよよううにに、、低低波波数数のの渦渦度度かかくく乱乱ほほどど壁壁面面上上にに渦渦度度変変動動をを生生成成

ししややすすいい、、縦縦渦渦状状ののかかくく乱乱はは境境界界層層中中にに効効率率よよくく縦縦渦渦をを誘誘起起しし、、図図 22 にに示示すすよよううにに乱乱流流境境界界層層内内にに見見らられれるる馬馬蹄蹄渦渦のの

生生成成をを促促すすとといいううここととがが明明ららかかににななっったた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

        
FFiigg..  11  渦渦間間隔隔とと壁壁面面にに生生じじるる循循環環                          FFiigg..  22  Q値値にによよるる境境界界層層中中のの渦渦のの可可視視  
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